
　四
都
県
対
抗
小
中
学
生
囲

碁
大
会
が
十
一
月
二
十
二
日
、

市
ヶ
谷
・
日
本
棋
院
で
開
催
さ

れ
た
。
こ
れ
は
、
東
京
、
埼
玉
、

千
葉
、
神
奈
川
の
四
都
県
の
対

抗
戦
で
、
今
回
が
三
回
目
。
各

チ
ー
ム
の
選
手
は
五
十
五
名
だ

が
、
補
欠
も
含
め
る
と
六
十
名

前
後
に
な
る
。

　東
京
・
神
奈
川
は
予
選
を
実

施
し
、
千
葉
は
、
夏
の
個
人
戦

予
選
の
上
位
者
か
ら
選
出
。
埼

玉
で
は
、
県
内
四
地
区
が
推
薦

す
る
。
選
手
選
考
は
各
都
県
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
だ
。

　選
手
は
、
高
段
者
か
ら
級
位

者
ま
で
い
る
が
、
手
合
割
は
す

べ
て
互
先
。
四
チ
ー
ム
が
総
当

た
り
の
リ
ー
グ
戦
を
行
い
、
順

位
を
決
め
た
。

　東
京
が
圧
倒
的
な
強
さ
を
見

せ
、
対
埼
玉
三
十
七
対
十
八
、

対
千
葉
五
十
対
五
と
い
う
大
差

の
ス
コ
ア
で
連
勝
。
三
回
戦
も

神
奈
川
に
三
十
八
対
十
七
で
、

三
連
覇
を
は
た
し
た
。

　千
葉
は
、
第
一
回
で
は
優
勝

争
い
を
し
た
が
、
今
回
は
最
下

位
に
終
わ
っ
た
。
実
行
委
員
の

西
崎
保
彦
さ
ん
は
、
今
は
世
代

交
代
の
時
期
だ
と
い
う
。
今
回

の
成
績
は
ふ
る
わ
な
か
っ
た

が
、
小
学
校
低
学
年
の
選
手
が

多
い
の
で
、
今
後
が
期
待
で
き

る
。　対

抗
戦
の
最
中
に
は
、
審
判

の
四
名
の
棋
士
に
よ
る
多
面
打

ち
指
導
碁
も
打
た
れ
た
。「
み

ん
な
打
つ
の
が
早
い
」
と
大
矢

浩
一
九
段
は
こ
ど
も
た
ち
の
早

打
ち
に
感
心
し
て
い
た
。

　表
彰
式
で
は
、
東
京
チ
ー
ム

に
大
き
な
優
勝
カ
ッ
プ
が
授
与

さ
れ
た
。
こ
の
他
に
、
優
勝
か

ら
四
位
ま
で
参
加
し
た
す
べ
て

の
選
手
に
、
賞
品
と
し
て
楯
が

贈
ら
れ
た
。
な
お
最
後
に
、
本

大
会
の
成
功
の
陰
に
は
、
選
手

の
選
抜
か
ら
当
日
の
運
営
ま

で
、
各
都
県
の
大
会
実
行
委
員

の
支
え
が
あ
っ
た
こ
と
を
書
き

添
え
て
お
き
た
い
。

　
　（比
）

　東
京
チ
ー
ム

主
将
の
馬
鳥
光

生
く
ん（
中
２
）

は
、
チ
ー
ム
は

優
勝
し
た
も
の

の
、
個
人
で
は

勝
ち
星
を
あ
げ

ら
れ
な
か
っ

た
。「
勉
強
し

直
す
」
と
、
こ

れ
を
機
に
さ
ら

な
る
飛
躍
を

誓
っ
て
い
た
。

　実
行
委
員

の
内
田
啓
さ

ん
（
麻
布
中
囲

碁
部
顧
問
）
は
、「
層
の
厚
さ

で
勝
て
た
」
と
優
勝
の
理
由
を

語
っ
て
い
た
。
上
位
の
選
手
は

他
県
と
互
角
だ
っ
た
が
、
東
京

は
選
手
層
が
厚
く
、
こ
れ
が
勝

敗
を
分
け
た
形
だ
。

　二
位
に
は
、
緑
星
さ
い
た
ま

の
メ
ン
バ
ー
が
多
数
参
加
し
た

埼
玉
が
、
昨
年
に
続
い
て
入
っ

た
。
小
学
校
一
年
の
川
口
飛
翔

く
ん
は
、
二
十
二
将
で
参
加
し

て
全
勝
と
い
う
好
成
績
を
お
さ

め
た
か
ら
将
来
が
楽
し
み
だ
。

第
12
回
全
国
視
覚
障
害
者
大
会

　「第
十
二
回
全
国
視
覚
障
害

者
囲
碁
大
会
」
が
十
一
月
十
五

日
、
大
阪
商
業
大
学
（
大
阪
府

東
大
阪
市
）
ラ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
た
。
囲
碁
大
会
に
は

晴
眼
者
を
含
む
九
十
人
が
参

加
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
六
十
人
と

合
わ
せ
て
計
百
五
十
人
が
「
心

眼
」の
囲
碁
対
局
を
楽
し
ん
だ
。

　対
局
に
は
、
表
面
の
凹
凸
で

黒
か
白
か
判
別
で
き
る
磁
石
碁

石
と
、
は
め
込
み
式
の
九
路
盤

を
使
用
。
四
段
以
上
の
名
人
ク

ラ
ス
か
ら
初
級
者
ク
ラ
ス
ま

で
、
七
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て

九
路
盤
四
回
戦

で
順
位
を
競
っ

た
。　ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
が「
３
の
四
」

な
ど
と
着
手
を

読
み
上
げ
る
。

石
の
配
置
が
分

か
ら
な
く
な
る

と
、
何
度
も
手

で
な
ぞ
っ
て
確

か
め
る
。
お
互

い
の
手
が
盤
上

で
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
る
。
慣

れ
る
ま
で
な
か
な
か
に
難
し

い
。
棋
力
が
高
く
な
る
と
、
頭

の
中
に
碁
盤
を
描
く
こ
と
が
で

き
る
。

　大
会
後
に
は
恒
例
の
日
韓
対

決
、
名
人
ク
ラ
ス
の
優
勝
者
と

韓
国
の
宋
重
澤
（
ソ
ン
・
チ
ュ

ン
テ
ク
）
さ
ん
に
よ
る
「
世
界

タ
イ
ト
ル
戦
」
が
行
わ
れ
、
今

年
は
日
本
代
表
の
中
丸
仁
さ
ん

が
み
ご
と
白
番
中
押
し
勝
ち
を

収
め
た
。

　東
京
か
ら
来
た
柿
島
光
晴
さ

ん
（
32
）
は
、
視
覚
障
害
者
用

の
十
九
路
盤
を
持
ち
歩
き
、
ひ

と
り
で
よ
く
あ
ち
こ
ち
出
か
け

て
い
る
。
二
段
で
出
場
し
二
勝

二
敗
の
成
績
に
は
「
残
念
で
し

た
が
、
大
切
な
『
や
る
気
』
を

も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
だ

強
く
な
れ
る
と
思
い
ま
す
」。

　主
催
の
日
本
視
覚
障
害
囲
碁

普
及
会
（
代
表
・
森
野
節
男
九

段
）
は
十
六
年
間
に
わ
た
り
、

盲
学
校
な
ど
へ
の
指
導
者
派
遣

や
音
声
通
信
対
局
用
パ
ソ
コ
ン

ソ
フ
ト
の
提
供
と
い
っ
た
、
主

に
九
路
盤
を
用
い
た
視
覚
障
害

者
へ
の
囲
碁
普
及
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
　
　
　
　
　（史
）

【
大
会
成
績
】

〈
名
人
〉
①
中
丸
仁
②
佐
野
耕

治
③
山
本
忠
史
〈
有
段
者
〉
①

加
納
弘
②
北
村
知
弘
③
髙
山
勇

〈
シ
ン
グ
ル
Ａ
〉
①
平
江
修
治

②
仲
井
陽
一
③
向
井
朝
夫
〈
シ

ン
グ
ル
Ｂ
〉
①
二
川
大
哉
②
門

脇
多
津
子
③
井
上
豊
重
〈
上
級

者
〉
①
水
嶋
久
美
子
②
金
満
雅

之
③
塚
本
成
希
〈
中
級
者
〉
①

田
北
二
郎
②
今
井
弘
一
③
佐
久

間
龍
一
〈
初
級
者
〉
①
稲
葉
明

美
②
下
山
治
雄
③
北
川
博
之

※
敢
闘
賞
は
上
の
ク
ラ
ス
か
ら

順
に
岡
田
海
斗
、
中
村
忠
明
、

高
橋
勝
幸
、
渡
邉
薫
、
中
瀬
倫

太
郎
、
畑
中
道
則
、
東
美
千
代

限
り
ま
せ
ん
が
、
教
わ
っ
て

勉
強
す
る
こ
と
が
簡
単
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
先
生
の
話
す

こ
と
が
分
か
ら
な
い
。
手

話
通
訳
が
い
て

も
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が

三
角
に
な
る
の

で
、
ど
う
し
て

も
一
歩
引
い
て

し
ま
い
ま
す
」

　だ
か
ら
聴
覚

障
害
の
人
た
ち

だ
け
で
集
ま
っ

て
碁
を
打
つ
こ

と
に
な
る
。
手

話
が
通
じ
る
相

手
な
ら
、
習
う

方
も
安
心
だ
。

「
そ
れ
に
碁
を

デ
フ
サ
ポ
ー
ト
お
お
さ
か

囲
碁
教
室

笑
顔
あ
ふ
れ
る
交
流

　耳
が
聞
こ
え
な
く
て
も
碁

は
不
自
由
な
く
打
て
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
。
そ
り
ゃ
あ
目

が
見
え
な
け
り
ゃ
大
変
だ
け

ど
。　そ

う
考
え
る
人
は
多
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か

し
そ
れ
は
半
分
正
し
く
、
半

分
間
違
っ
て
い
る
。
大
阪
市

中
央
区
に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
デ
フ
サ
ポ
ー
ト
お
お
さ
か
」

の
囲
碁
教
室
を
の
ぞ
い
て
き

た
（「
デ
フ
」
と
は
ｄ
ｅ
ａ

ｆ
＝
聴
覚
障
害
の
意
）。

　碁
盤
を
は
さ
み
、
世
代
も

ま
ち
ま
ち
の
男
女
十
人
ほ
ど

が
楽
し
そ
う
に
対
局
し
て
い

る
様
子
は
、
普
通
の
囲
碁

サ
ー
ク
ル
と
同
じ
だ
。

　目
の
前
の
一
局
を
打
つ
だ

け
な
ら
問
題
は
な
い
。
だ
が

Ｎ
Ｐ
Ｏ
理
事
の
細
尾
学
さ
ん

（
四
段
）
は
い
う
。「
囲
碁
に

打
っ
た
ら
、
終
わ
っ
て
か
ら

の
感
想
戦
が
楽
し
み
で
す
か

ら
ね
」
と
細
尾
さ
ん
。
な
お

細
尾
さ
ん
は
発
声
は
で
き
る

の
で
記
者
は
そ
れ
を
聞
き
、

こ
ち
ら
の
言
葉
は
手
話
通
訳

の
方
を
介
し
て
伝
え
て
も

ら
っ
た
。

　一
年
ほ
ど
前
に
突
発
性
の

難
聴
に
な
っ
た
人
は
、「
囲

碁
が
打
て
れ
ば
ど
こ
で
も
楽

し
い
。
で
も
今
ま
で
行
っ
て

い
た
碁
会
所
で
は
周
囲
に
迷

惑
を
か
け
る
の
で
、
こ
こ
に

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
（
声
を
大
に
し
て
）
話
し

た
。
あ
る
若
者
は
「
ヒ
カ
ル

の
碁
を
読
ん
で
囲
碁
に
興
味

を
持
ち
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
楽
し
ん
で
続
け
て
い
き
た

い
」と
屈
託
な
い
笑
顔
で（
手

話
の
）
指
を
動
か
し
た
。

　囲
碁
教
室
の
活
動
は
も
う

七
年
目
。
メ
ン
バ
ー
は
二
十

人
ほ
ど
で
、
有
段
者
も
七
、

八
人
。
大
会
に
も
積
極
的
に

出
場
し
て
い
る
。
ア
マ
強
豪

の
野
口
伸
喜
知
さ
ん
が
指
導

に
訪
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
野

口
さ
ん
は
そ
の
た
め
に
手
話

を
勉
強
し
た
そ
う
だ
。

　大
阪
市
中
央
区
、
谷
町
四

丁
目
駅
か
ら
ほ
ど
近
い
ビ
ル

の
一
階
。入
り
口
は
喫
茶「
デ

フ
カ
フ
ェ
手
話
楽
々
」、
奥

は
デ
フ
サ
ポ
ー
ト
お
お
さ
か

の
事
務
所
と
作
業
所
で
、
毎

月
第
一
、三
、五
金
曜
に
そ
こ

で
活
動
す
る
。

　同
駅
は
大
阪
府
庁
や
府
警

本
部
が
居
を
構
え
る
大
阪
の

ど
真
ん
中
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
に
立
ち

寄
っ
て
ほ
し
い
。

　地
図
な
ど
は
Ｈ
Ｐ
で
ど

う
ぞ
。（http://w

w
w
5d.

biglobe.ne.jp/~deafnet/
index.htm

l

）

（
北
川
）

優勝した東京チームが勢揃いして、記念撮影

名古屋・一社囲碁センター
11 月 14 日に名古屋市の一社囲碁セン
ターにて 10 周年記念イベントが盛大
に開催された。武宮正樹九段のトーク
ショーと大盤解説、指導碁が行われ、下
は４歳、上は 94 歳まで参加した。世界
の武宮九段がゲストとあって、アメリカ
からの参加者も！　夜は武宮九段を囲ん
での食事会で盛り上がった。

各県の意地をかけた執戦がくり広げられた

世界タイトル戦は中丸仁さん㊧が見事勝利　

大阪のど真ん中でコーヒーを片手に活動中

圧
倒！
東
京
３
連
覇

圧
倒！
東
京
３
連
覇

圧
倒！
東
京
３
連
覇

豪
華！
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

日
韓
対
決
中
丸
さ
ん
制
す

圧
倒！
東
京
３
連
覇

四
都
県
対
抗
小
中
学
生
大
会

（
順
不
同
）

埼
玉
県

　武
澤
宏
樹
（
さ
い

た
ま
市
立
木
崎
中
２
）
谷
川

大
知
（
埼
玉
大
附
属
小
４
）

平
翔
海
（
朝
霞
市
立
第
七
小

６
）
林
隆
羽
（
さ
い
た
ま
市

立
谷
田
小
３
）染
谷
州
真（
上

尾
市
立
富
士
見
小
６
）
小
野

隆
史（
蕨
市
立
蕨
第
一
中
２
）

寺
嶋
聖
人
（
蓮
田
市
立
蓮
田

中
３
）
外
舘
俊
哉
（
さ
い
た

ま
市
立
木
崎
中
１
）
栗
崎
善

嗣
（
鷲
宮
町
立
東
中
１
）
塩

田
瑠
美
（
さ
い
た
ま
市
立
上

木
崎
小
６
）
山
本
唯
期
（
東

松
山
市
立
市
の
川
小
６
）
司

馬
天
智
（
川
口
市
立
青
木
中

央
小
４
）
工
藤
義
也
（
開
智

小
３
）
佐
藤
忠
義
（
和
光
市

立
第
二
中
３
）
千
葉
匠
（
さ

い
た
ま
市
立
日
進
中
２
）
金

沢
俊
（
桐
朋
中
２
）
斎
木
郁

実
（
朝
霞
市
立
朝
霞
第
一
中

２
）
斎
木
果
穂
（
朝
霞
市
立

朝
霞
第
六
小
６
）
鈴
木
悠
馬

（
ふ
じ
み
野
市
立
福
岡
小
６
）

本
田
奏
眞
（
北
本
市
立
中
丸

東
小
６
）
溝
口
将
人
（
さ
い

た
ま
市
立
浦
和
大
里
小
５
）

川
口
飛
翔
（
川
口
市
立
本
町

小
１
）
稲
葉
達
哉
（
さ
い
た

ま
市
立
春
里
中
３
）
香
取
智

一
郎（
草
加
市
立
川
柳
中
２
）

浦
有
郷
（
武
蔵
中
２
）
武
井

俊
樹
（
川
越
市
立
東
中
２
）

根
岸
優
至
（
さ
い
た
ま
市
立

高
砂
小
６
）
工
藤
郁
香
（
開

智
小
４
）
林
朋
哉
（
埼
玉
大

附
属
小
３
）伊
藤
み
の
り（
草

加
市
立
谷
塚
中
１
）
北
岡
遼

太
（
さ
い
た
ま
市
立
常
盤
中

１
）
本
多
汐
里
（
蓮
田
市
立

黒
浜
北
小
５
）諸
澤
壮
太（
坂

戸
市
立
坂
戸
小
５
）
山
本
祥

平
（
さ
い
た
ま
市
立
春
岡
小

４
）
相
川
萌
子
（
埼
玉
大
附

属
小
３
）
曽
根
原
健
悟
（
さ

い
た
ま
市
立
与
野
八
幡
小

３
）
染
谷
基
貴
（
上
尾
市
立

富
士
見
小
３
）谷
川
哲
将（
さ

い
た
ま
市
立
針
ヶ
谷
小
２
）

小
池
朗
人
（
深
谷
市
立
幡
羅

中
１
）
香
取
瑞
生
（
草
加
市

立
八
幡
北
小
６
）
松
谷
尚
音

（
さ
い
た
ま
市
立
常
盤
小
４
）

有
田
耕
人
（
所
沢
市
立
山
口

中
２
）
滝
澤
雄
希
（
坂
戸
市

立
坂
戸
中
１
）池
田
晃
希（
さ

い
た
ま
市
立
常
盤
小
６
）
河

内
拓
哉
（
川
口
市
立
飯
仲
小

６
）
西
山
享
佑
（
さ
い
た
ま

市
立
浦
和
大
里
小
６
）
井
手

本
拓
也
（
春
日
部
市
立
緑
小

５
）
中
里
綺
莉
（
さ
い
た
ま

市
立
西
原
小
５
）
内
田
祐
里

（
深
谷
市
立
幡
羅
小
４
）
中

島
光
貴
（
川
口
市
立
飯
塚
小

４
）
嶋
村
乃
梨
子
（
さ
い
た

ま
市
立
下
落
合
小
３
）
平
岡

大
河
（
さ
い
た
ま
市
立
大
成

小
３
）
森
裕
一
（
川
口
市
立

青
木
中
央
小
３
）
福
田
啓
太

（
さ
い
た
ま
市
立
与
野
八
幡

小
２
）
小
西
涼
暉
（
幼
稚
園

年
長
）
仲
川
暁
実
（
さ
い
た

ま
市
立
浦
和
中
１
）
岩
井
優

佳
（
さ
い
た
ま
市
立
鈴
谷
小

５
）
藤
田
鉄
之
助
（
さ
い
た

ま
市
立
与
野
東
中
１
）
宮
内

理
恵
子
（
朝
霞
市
立
朝
霞
第

一
中
１
）
今
野
雅
之
（
さ
い

た
ま
市
立
仲
町
小
５
）
宮
内

康
太
郎
（
朝
霞
市
立
朝
霞
第

六
小
４
）
河
内
英
寿
（
川
口

市
立
飯
仲
小
１
）
富
澤
億
人

（
川
口
市
立
前
川
東
小
２
）

千
葉
県

　高
橋
光
大
（
船
橋

市
立
八
木
が
谷
中
１
）
山
岸

祐
太
（
渋
谷
教
育
学
園
幕
張

中
３
）
松
本
幸
佑
（
渋
谷
教

育
学
園
幕
張
中
２
）
藤
森
天

太
（
市
川
市
立
第
一
中
２
）

崔
世
駿
（
東
京
韓
国
学
校
初

等
部
２
）
松
本
実
優
（
君
津

市
立
周
南
小
４
）
則
友
雄
磨

（
南
房
総
市
立
富
山
中
１
）

藤
原
遼
人
（
船
橋
市
立
旭
中

１
）
米
川
連
（
八
千
代
市
立

勝
田
台
小
５
）茂
呂
有
紗（
市

川
市
立
市
川
小
４
）
勝
楽
景

太（
市
川
市
立
下
貝
塚
中
２
）

勝
又
佳
織
（
千
葉
県
立
千
葉

中
１
）
横
田
優
輝
（
市
川
市

立
大
野
小
５
）木
村
向
陽（
浦

安
市
明
海
小
３
）
中
村
倫
敦

（
渋
谷
教
育
学
園
幕
張
中
１
）

森
口
裕
介
（
渋
谷
教
育
学
園

幕
張
中
３
）
平
井
鴻
希
（
船

橋
市
立
二
宮
中
１
）
宮
本
実

駒
（
船
橋
市
立
法
田
中
２
）

崔
梨
亜
（
東
京
韓
国
学
校
初

等
部
４
）
永
井
啓
（
千
葉
市

立
蘇
我
中
１
）須
藤
真
一（
千

葉
市
立
松
ヶ
丘
小
４
）
岡
田

え
り
か
（
千
葉
市
立
打
瀬
小

４
）
納
富
裕
典
（
柏
市
立
柏

第
八
小
５
）
入
江
舜
（
船
橋

市
立
中
野
木
小
４
）
岡
田
せ

い
ら（
千
葉
市
立
打
瀬
小
２
）

遠
入
身
延
（
柏
市
立
藤
心
小

４
）
有
吉
駿
太
郎
（
柏
市
立

旭
東
小
５
）
水
谷
晃
輔
（
柏

市
立
柏
第
三
中
３
）
斎
木
匠

（
昭
和
学
院
秀
英
中
１
）
嶋

田
宗
太
（
暁
星
国
際
小
５
）

栗
原
賢
（
船
橋
市
立
塚
田
小

６
）
宮
城
千
穂
（
船
橋
市
立

船
橋
小
３
）
三
澤
嘉
治
（
松

戸
市
立
常
盤
平
中
１
）
矢
野

智
久
（
渋
谷
教
育
学
園
幕
張

中
１
）
田
口
立
（
柏
市
立
柏

第
三
小
６
）
青
木
然
（
木
更

津
市
立
畑
沢
小
５
）
菊
池
京

花
（
船
橋
市
立
船
橋
小
５
）

若
山
瑞
季（
柏
市
立
旭
小
６
）

岡
田
泰
真
（
千
葉
市
立
打
瀬

小
１
）
皆
川
友
哉
（
柏
市
立

柏
第
三
小
６
）
池
田
な
つ
み

（
柏
市
立
土
南
部
小
６
）
庄

子
怜
於
奈
（
船
橋
市
立
前
原

中
２
）
本
山
真
（
市
川
市
立

市
川
小
４
）大
久
保
直
輝（
習

志
野
市
立
第
二
中
２
）
納
富

夕
貴（
柏
市
立
柏
第
八
小
３
）

稲
垣
駿
佑
（
幼
稚
園
年
長
）

田
口
理
子
（
柏
市
立
柏
第
三

小
４
）
高
岡
俊
典
（
日
の
出

学
園
小
４
）増
田
晋
之
介（
柏

市
立
柏
第
三
小
２
）

（
17
面
下
三
段
に
続
く
）

手
話
で
紡
ぐ
手
談
の
輪

聴
覚
障
害
の
人
達
の
集
い

四
都
県
対
抗
戦
参
加
全
選
手
名
鑑
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